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DDS の試行運用と利用マニュアル 

                             （2020 年 1 月末～2021 年 1 月末試行運用） 
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１．はじめに 

図書館では、本学に所蔵のない資料について、ILL（Inter Library Loan）＊1 による文献複写サービスを提供していますが、

新たなサービスとして DDS（Document Delivery Service）を導入し、2020 年 1 月末から 2021 年１月末まで試行運

用致します。 

なお、本サービスは 2020 年が初年となる試行的な運用です。試行運用中であっても、利用対象者の見直し等、運用を変更

する場合がありますので、ご了承ください。また本運用については、試行運用の利用状況を踏まえて検討予定です。 

 

ILL（Inter Library Loan）による文献複写サービスとは 

[概要]本学で所蔵していない雑誌・図書に掲載されている論文等文献を他大学図書館等から複写物(紙)で取り寄せるサービス 

[料金]複写 1 枚につき 35～60 円程度（カラー100 円～）＋郵送料等 

 

ILL は、国内で入手が難しい文献の場合、海外の所蔵館を探しますが、相当な時間を有していました。また、海外の大学等の

所蔵館から複写の許可が下りない、所蔵館が見つからない等の理由で文献が入手できないことがありました。そこで、本学は DDS

の導入を試行運用する運びとなりました。 

２．DDS とは 

本学の提供する DDS は、ReprintsDesk 社が提供するドキュメント・デリバリー・サービスにより、学術論文等（新聞記事、書

籍チャプター、テクニカルレポート含む）を著作権処理した PDF でメール送付するサービスです。 

本学で試行運用する DDS は海外 ILL と比較して以下のメリット・デメリットがあります。 

 

DDS のメリット 

①海外 ILL に比較して納品までの期間が短い（入手困難な文献の場合は、お時間をいただく場合もあります） 

②国内の著作権法では入手が難しい文献(雑誌の最新号・図書のチャプター単位等)の複写でも、１論文単位で入手可能 

③入手が困難な古い文献、学位論文などの非売品、流通経路が限られているもの、紙媒体でしか発行していないジャーナルで

も概ね複写にて入手可能 

④ジャーナルのみならず図書（チャプター単位）・学会の会議録・技術報告書・政府報告書の複写も可能 

⑤PDF はオールカラーで納品され、個人利用であれば保存可能 

DDS のデメリット 

文献により、ILL よりコストが高くなる場合が多い（DDS の方が安い場合もあり）。※ 詳細は、本稿 7．利用料金を参照 

３．DDS 利用対象者 

（１）本学の教職員およびそれに準ずるもの：専任教職員、 兼任教員、定年退職教職員 

（２）大学院生（特別学生を含む） 

（３）学部生（特別学生を含む） 

（４）通信教育部生（科目等履修生を含む） 

※試行運用の状況をふまえて変更することもあります。 
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４．DDS 対象文献 

教育研究目的・業務目的で利用する法政大学で電子媒体・紙媒体にかかわらず所蔵がない、海外出版社が発行している洋

雑誌・洋図書掲載論文（和雑誌や和図書に掲載されている著作物は対象外）。 

※本サービスは学内に所蔵がなければ、他大学図書館等、国内所蔵がある資料であっても、利用可能です。 

５．利用時の注意点  

・申込フォーム上での対応言語は、西ヨーロッパの言語（ドイツ語・イタリア語・フランス語・スペイン語）および英語です。 

タイトルが上記の言語に対応していれば、例えばアジア圏の文献でも申込み可能です。 

・このサービスにより入手した文献は著作権の範囲でご利用ください。          

６．お支払い方法  

利用から約１ヶ月後、実際にかかった費用から法政大学図書館が負担する 2,000 円を引いた金額を申込時記載のメール

アドレスにご連絡します。速やかに DDS 申込時に指定した受取カウンターにて現金でお支払いください。 

※試行運用の状況をふまえて変更することもあります。 

７．利用料金    

(1) 1 文献あたりの費用総額 

（出版社が定める著作権料＋サービス料）×為替レート＋手数料＋消費税 

(2) 利用者負担金額 

利用料金のうち、2,000 円までは図書館が負担しますので、残額をお支払いください。 

※P4 の《※参考※ 主要出版社 1 文献あたりのジャーナル費用一覧》を参考にしてください。 

(3) サービス料 

①紙媒体から文献を入手する場合は＄15 

②電子媒体から文献を入手する場合は＄5 

(4) キャンセルポリシー 

   ①著作権料＄45 未満の場合は、キャンセルできません。 

大学負担分の 2,000 円を引くと利用者負担額は 0 円～5,500 円程度の幅があります。 

②著作権料＄45 以上の場合は、法政大学図書館から利用料の概算と調査に要する日数(目安)をメールにて案内します。

DDSの継続もしくは海外 ILL への切替えを選択してください。 

(5) 利用料金計算式 

(例)著作権料＄45、サービス料＄15、為替レート 1$=109 円の場合（※左記金額は 2019 年 12 月現在） 

本体価格 = (著作権料＋サービス料) ×為替レート＝(＄45+＄15)×109 円/$＝6,540 円 

手数料   = 本体価格×10％ ＝654 円 

消費税   = 手数料×10％   ＝65 円（消費税は手数料にのみかかります） 

費用総額 ＝ 本体価格＋手数料＋消費税＝6,540 円＋654 円＋65 円＝費用総額 7,259 円 

7,259 円－2,000 円(図書館負担分)＝利用者負担額 5,259 円 

※為替レートは PDF 到着月の平均レートで計算します。 
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※試行運用の状況をふまえて変更することもあります。 

※図書館を利用しないで、個人向け PPV＊２で入手したほうが安価な場合もあります。本稿 P8 の脚注もしくは各出版社のホー

ムページでご確認ください。 

※DDS 申込前に ILL・DDS・個人向け PPV 等、個別サービスの金額のお見積りは提示できません。以下の表もしくは P8 の

《個人向け PPV 利用条件一覧》を参考にいずれかの方法で文献を依頼するかはご自身でご選択ください。 

 

《※参考※ 主要出版社 1 文献あたりのジャーナル費用一覧》※2019年12月の価格です。今後変更になる可能性があります。 

※他にも ReprintsDesk 社は 100 機関以上の海外出版社と提携しており、以下は一例です。記載している料金は参考価格です。 

 

最低価格は$7、最高価格は$165。

ほとんどのタイトルの著作権料は

$36から$40。 
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８．DDS の利用のフロー 

 

９．DDS の利用方法 

（１）図書館 HP から DDS をお申し込みください。 

  ① 図書館 HP → My OPAC ログイン → 利用者サービス → ILL（文献複写・貸借申込）／DDS（文献複写） 
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  ② 「お申込みの前に」を読み、「確認しました」にチェック 

 

  ③ 通信欄(任意)に“DDS 希望”と入力 

 

 

（２）図書館の担当者が Reprints Desk へ文献を発注します。 

※著作権料が＄45 以上の場合、図書館より利用料の概算と調査に要する日数(目安)をメールにて案内しますので、 

DDS の継続もしくは海外 ILL への切替を選択してください。 
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（３）文献 PDF ダウンロード用 URL が記載されたメールを申込時記載のメールアドレスにお送りします。 

本文に記載されている URL をクリックして文献をダウンロードしてください ※ダウンロードは 1 回限り  

 

※メールの件名には“【 Reprints Desk 】 文献複写サービス ドキュメントデリバリー #オーダーID”が記載されています。 

 
 

（４）利用から約１ヶ月後、費用総額から図書館負担分 2,000 円を引いた金額をメールにて連絡します。

速やかに申込時に指定した受取カウンターにてお支払いください。 

10．お問合せ 

ご不明点等ありましたら hoseilib@hosei.ac.jp（市ヶ谷事務課）までお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをクリックして PDF を

ダウンロード 

サンプル 
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脚注 

＊1 ILL（Inter Library Loan）とは 

   ILL は以下の３種類があります。国内に所蔵がない場合は海外 ILL となり、以下の料金より高額になり、入手期間も長くなり

ます。なお、以下は国内 ILL の概要になります。 

(1) 文献複写申し込み 

[概要]本学で所蔵していない雑誌・図書に掲載されている論文等文献を他大学図書館等から複写物(紙)で取り寄せるサービス 

※著作権法の範囲内のみ 

[料金]複写 1 枚につき 35～60 円程度（カラー100 円～）＋郵送料等 

(2) 現物貸借申し込み 

[概要]本学で所蔵していない資料（主に図書）そのものを他大学図書館等から借用するサービス 

※資料の閲覧は図書館内のみ 

[料金]郵送料の片道料金（700～1,000 円程度） 

(3) 利用紹介状 

[概要]本学が発行した利用紹介状を持参し、資料を所蔵する他大学図書館等を訪ねて利用するサービス 

※即日発行不可 

[料金]不要 

 

＊2 個人向け PPV とは 

個人向け PPV とは、図書館を通さずに電子ジャーナル 1 論文ごとに料金を支払って利用する方法です。詳細は以下の個人向

け PPV 利用条件一覧を参照してください。 

《個人向け PPV 利用条件一覧》 

 

 以上 


